





1 . Relevance of antimicrobial agent-induced endo-
toxin release from in vitro cultured Escherichia 



























2. lmmunohistochemical study of Ki-67 (MIB-1 ),p53 
protein, p21 WAF1, and p27K1P1 expression in be-
nign, atypical, and anaplastic meningiomas 













(10例）はそれぞれ Ki・67の平均 LabelingIndex (LI) 











3. Chromosomal FISH analysis of unfertilized hu-
man oocytes and polar bodies 
（ヒト未受精卵と第一極体の FISH法による染色体
分析）
本田奈央
（展開医科学専攻病態制御医科学講座 産科婦人科学）
［目的］ヒト流産の50～60%は染色体異常が原因と
言われている。この染色体異常の生成機序を解明する
ために卵子レベルでの染色体異常について検討した。
［対象・方法］体外受精を行った84例より得た208個
の未受精卵を漸進固定空気乾燥法にて標本化し、18番、
21番、 X染色体に特異的なプロープを用いた FISH法
による卵子および、第一極体の染色体分析を行った。
｛結果］ 208卵中、分析可能卵は1831囲で、そのうち
167個（91.2%）は正常卵、 11個（6.0%）は二倍性、
5個（2.7%）が異数性であった。 5個の異数性卵では、
